<研究論文>1歳児の保育における食事指導 : 道具操作の発達との関連から by 河原, 紀子
Title<研究論文>1歳児の保育における食事指導 : 道具操作の発達との関連から
Author(s)河原, 紀子








1歳 児 の保育 にお ける食事 指導
道具操作の発達との関連から




満年齢1歳 の子どもたちは、保育所保育では0歳 児クラスと1歳 児 クラスに在籍 し、ともに乳
児保育に位置づけられている。乳児保育の施設は、高度経済成長期のさまざまな社会情勢の変化





1949年 か ら全国の保育所で実施されるようになった(北,1984)。1970年 代には、無認可 の保育
所が認可されていく過程で、給食を重視する保育が受け継がれた。統一献立、共通献立が栄養、






1歳 児の食事指導にっいて、 さまざまな立場からの指摘がある。「保育所保育指針(平 成元年
改訂、平成二年施行)」 では、1歳3か 月か ら2歳 未満の保育内容に、「スプーンやフォークを使っ
て一人で食べようとする気持ちを持つようにする」 ことが挙げられている。
高浜 ・秋葉 ・横田(1984)は 、保育実践の立場から1歳 児の食事指導の特徴を述べている。そ
れによれば、1歳 前半児は、 自分で自分の好みに合わせて選択 して食べることができ始め、スプー
ンを持たせても、食べたい気持ちが先行 して手づかみをすることになるが、「スプーンで食べる」
ことの指導 も必要であるとされている。一方、1歳 後半児は、食器に片手をそえて食事をするこ
とができるようになるので、食器の正 しい持ち方を指導す る時期 として、丁寧な働きかけが必要
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であるとされている。
また、水嶋(1992)は 、保育所給食に携わる栄養士の立場か ら、1歳 児の食事指導について述
べている。そこでは、1歳 過 ぎの場合、子どもが 「スプーンを持たせて も手づかみで食べる」こ








第一に、食事場面の保育者の発話活動に着目した研究 として、中塚(1993)は 、11か 月から17
か月までの乳児とその担当保育者を対象に、横断的な観察を行 った。保育者の発話がその形式と
内容に従ってカテゴリー化 された結果、15か 月未満児担当の保育者は 「呼びかけ」が多 く、15か
月以上児担当の保育者は 「質問」が多いことが示された。同様の方法で、1歳 後半から3歳 未満
児とその担当保育者を対象と した中塚(1996)で は、1歳 後半の場合、「賞賛」 が 「保母 の食事




第二に、1歳 児の 「保育における食事指導」にっいて明らかにした研究として、金田 ・中山 ・
井坂(1984)の 研究がある。金田らは、1歳 児クラスを対象に縦断的な観察を行 い、保育者と子
どもとの関連を 「子どもの欲求と保育者の要求との矛盾」と捉え、指導構造の分析を行った。そ
の結果、対象児に保育者?他 児関係(間)を 提示するという間接的な働きかけを行 うこと、嫌 い
なものを頑張 って食べた後には 「おりこうさん」と誉めて共感関係をっくること、 また、「や さ




ここで、金田らがこの研究で1歳 児クラスを取 り上げた理由に注 目したい。それは、1歳 時期
が 「人間としての自我が芽生えはじあ、 自己主張をしはじめる発達期である」ため、「保育の工
夫を要する時期」だか らである。1歳 前半から半ば頃にかけて、いわゆる 「だだこね」などにみ
られるような、自己主張的な行動が見 られてくることが指摘されている。山田(1982)は 、0～
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2歳 児の要求一拒否行動の分析か ら、1歳2か 月頃 「現実的な要求実現と自分の 『っもり』が矛
盾する場合には、現実的な要求実現の利益を捨ててまで自分の 「っ もり」を優先すること」が重
要であると指摘 している。 また、田中(1987)は 、1歳 半ば頃、「1次元可逆操作」の獲得によっ
て 「発達的主人公としての自我の誕生」を示すと述べている 。このことから、1歳 児 の食事指
導を考える場合、行動の主体 としての自我の発達に留意することが重要であると考えられる。
第三に、食事場面における母子の相互交渉に着目した研究 として、外山 ・無藤(1990)は 、兄
弟を含む1、2歳児とその母親を対象に、母親の発話と子どもの食行動に着目し、 食事習慣の自立
度 と母親の働 きかけとの関連を検討 した。その結果、子どもの食事習慣の自立度によって母親の
発話は制約 されること、つまり、子どもが食べている時には母親は子 どものお しゃべ りにつきあ
うが、子どもが食べていない時には食べるようにうながすといったことから、栄養を摂取すると
いう生理的機能が満足されると、「味を楽 しんだり、文化的に認められた方法 で食べ る等、 いわ




990)は 、食べ物をそれにふ さわしい道具を使 って口に入れた回数 と食べ物を口に入れた総回数
とか ら得点化 した習得率を 「自立度」の指標にしている。っまり、食事習慣の 「自立度」は、食
器やスプー ンなどの道具操作の熟達度と関係 して くると考えられる。道具操作の発達にっいて、
生後2年 目に顕著な変化が見 られることがさまざまな研究で指摘されている(Gesel1&llg,1937;
Connolly&Dalgleish,1989;田 中 ・田中,1995ほ か)。 河原(1998)は 、1歳 児の食事場面の
縦断的な観察から、1歳 児におけるスプーン操作の発達には4つ の過程(')が あること、そ して、
18か月頃に始まる第3過 程からスプーンを物 としてではなく道具 として操作 し始め、スプーンで
食べる行動の単位が形成 されることを明らかに した。








どものどのような行動に対 して行われることが 「食事指導方法 として際だって」いるのかについ
ては触れられていない。外山ら(1990)の 研究では、食事場面における母子の相互交渉を、道具
を使 って食べたかどうかに着目 した 「自立度」 との関連で検討 している点は参考になる。 しかし、
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道具操作の発達に質的な変化の見 られる1歳 児を対象にする場合、「習得率」 のみでは不十分で
ある。金田 ら(1984)の 研究では、1歳 児の自我の芽生えに着目しているが、1歳 児の自我の芽





対 してどのような働 きかけを行 ったか、それに対す る子どもの反応を含めて明 らかにす ること、
第二に、保育者の働 きかけが、子どもの道具操作の発達 とそれに見 られる行動の単位の形成に伴っ




京都市内のN保 育所およびK保 育園に在籍する1歳 児3名。
Ay児:女 児1995年8月31日 生まれ
Ak児:女 児1995年10月23日 生まれ
Sg児:男 児1995年11月4日 生 まれ
2.観 察期間




オカメラで記録 した。 ビデオカメラは三脚で固定 し、1回 に1人 ないし2人 の対象児と対象児へ
の保育者 の行為が撮影できるように設定 した。
原則として、食事内容が米飯、主菜、汁物という献立の日に観察を行った。スプーンは保育者
が食べさせるものとは別に、子ども用に1本 提供 した。観察者は、観察日の午前9時 頃から保育
に参加 し、対象児 と慣れるように心がけた。 日常的な対象児と保育者の行動を観察するために、
観察者は対象児の行動を変容 させない非参加的立場をとった。
4.分 析の方法
3事 例の結果を表1に 示 した河原(1998)の スプーン操作の発達過程 と行動の単位の特徴から・
4っ の時期 に区分 した。スプーン操作の発達過程に対応す る月齢を対象児別に表2に 示 した。 そ
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(12か。か碧諜 か脚 購 覆あ艦 罐 的に合わせて蹴 馨嶺騨 の単なる繰り返
ス プー ン操作 時 に、食べ る とい う目的 に合 スプー ンをく食器 へ持って い く一調 整
わせ て手首 の回転 がで き始 める時期 。 一ロへ戻 る〉、<ロ へ持 って いく一調第2過 程
整 一食器へ 戻る〉 といった く行 く一戻(14
,15か 月 か ら17か 月まで)る>1次 元 の行動 の単位 が でき始め る。
食 べ る とい う目的 に合わせ て手首 の回転が 「自我の誕 生Sと 連 関 して 、 スプー ン
でき る ことを前提 に、ス プー ンの把 握 にお をく 口へ持 って い く一食器 へ戻 る〉 〈
警・過程 窪編 鶉 騰 難 う姦柔難 鵬凝 溢;畢騰 識 次(18か 月か520,21か 月まで)動 の個々の要素に協応的調整を行う時期。 る。
スプーンを持たないもう一方の手によっ スプーンを〈口へ持っていく一食器へ
て、スプーンで食べる行動の個々の要素の 戻る〉途中で自ら多様な調整を行うよ
第4過 程 、 みならず、スプーン上の食べ物に対して、 うになり、1次 元の可逆する行動の単
(21,22か 月から23か 月まで)そ れを口へ運ぶ途中に多様な協応的調整を 位が系列的に形成される。
行う時期。
表2ス プーン操作の発達過程に対応する月齢区分
12ヵ・月113カ ・月114か 月15カ ・月116カ ・月117か 月18ヵ ・月i,9か 月12・か月21ヵ ・月122カ ・月123ヵ ・月
Ay児 第1過 程 第2過 程 第3過 程 第4過 程
Ak児 第1過 程 第2過 程 第3過 程 第4過 程
Sg児 第1過 程1第2過 程 第3過 程1第4過 程
食事開始か ら終了までの全過程を10秒1単 位 として区切 り、1歳 児のスプーンで食べる行動、
発声 ・言葉、指さし・身ぶ りと保育者の発話、およその行為を転記 した。その中から、1歳 児の
スプーンで食べる行動と保育者の働きかけとの両者が存在する単位に着目し、1歳 児のどのよう
な状況に対 して、保育者がどのような働きかけを行ったかその前後の状況も含めて取 りだ した。
それ らを、保育者の働きかけが行われた時点での子どもの状況別に、表3に示 した4カ テゴリー









































子どもの状況別に見た保育者の働 きかけの場面数を、スプーン操作の発達過程 ごとに表5に 示
した。以下、保育者の働 きかけとそれに対する子どもの反応にっいて、子どもの状況別に取 り上
げ、特徴的な場面は〈例〉 として示 した。なお、前後の状況を含めて子どもと保育者のやりとり


























めて、 自分の行動 を切 り換 え る様子 が見 られた(例2参 照)。
<例1>Akが スプーンをおかずの皿に入れ、「ンッ」と発声 して保育者を見る。保育者が皿を回 してお
かずが見えやすいようにすると、Akは おかずをすくって食べる。
<例2>Akが スプーンを汁碗へ入れたところで、保育者が 「ご飯もね一」と言葉をかける。Akは スプー
ンの汁とるように少 し上下に振り、 ご飯をす くって食べる。
(2)ス プー ンで食べ ものをっつ く ・す くう
この時点で の働 きか けは、第1過 程 および第2過 程で多 く見 られ た。
第1過 程で は、子 どもが スプー ンで食べ物 をつつ くあ るいは食器の中で動 か して いると、保育
者が手を添えてす くう、あ るいは代わ りにスプーンに食べ物 をのせ、 それを子 どもに差 し出 し、
子 どもはそれを持 って 口へ入れ るというように、 スプー ンに食 べ物 をのせ るたあの援助 が行われ
た(例3参 照)。
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第2過 程で も、保育者 の働 きか けは、 スフ㌧ ンに食べ物をのせ るの を手伝 ったり、食器を近づ
ける、支 え るな どの援助 を行 うことが特徴で あった(例4参 照)。
第3過 程 で は、子 どもがス プー ンに食べ物をのせ ようとしてい るところへ保育者 が手 を添 えた
り、食 べ させよ うとす るな どの保 育者 の働 きか けが行 われ ると、子 どもはそれを拒否 して 自分 で
食 べよ うとす ることが特徴 であ った(例5、 例6参 照)。
第4過 程 では、手 を添 えるな どの保育者 の働 きか けは見 られず、保育者 の食 べる ことを促す言
葉 かけが行 われ、子 どもはそれを聞 きっつ、 「す くう」 時点で行動が途切れ ることはなか った。
<例3>Akが スプーンを皿の中で動かしている。保育者が 「のせてあげようか?」 と言って、 スプー
ンに食べ物をのせAkに 手渡す。Akは スプーンを持ち口へ入れ食べる。保育者は 「いや一、か しこ一い」
と言う。
<例4>Sgが 自分で食べ物をす くおうとしているところへ、保育者が 「集まれ、集まれ」と言いながら
食べ物をのせるのを手伝う。Sgは そのスプーンを口へ入れ食べる。
<例5>Ayが おかずの汁をすくおうとしている時に、保育者が後ろから手に添えておかずをす くい、
Ayの 口へ運ぼうとする。Ayは 「ウーウン」とうなって首をふり、保育者の手を振 り払 うようにし、 自分
でお汁をすくって飲む。
<例6>Ayが スプーンを汁碗の中へ入れてす くお うとしてる時に、保育者がスプー ンで ご飯す くい
「ぱっく一ん」と言 って差 し出す。Ayは のけぞって 「イヤー」と言 って首を振 り、お汁をすくった自分の
スプーンをロへ入れて飲む。
(3)食 べ物の の ったスプー ンを差 し出す、指 さす
この時点 で働 きか けが行 われたのは、第2過 程 のみ であった。子 ど もが食べ物 をす くった後 に、
食べ物の の ったスプー ンを差 し出 した り、指 さ した りす ると、保育者 はそれ を受 けとめっっ 口へ
運ぶ ことを促 し、 行動 を継続 させ る働 きかけが見 られ た(例7、 例8参 照)。
<例7>Ayが スプーンでおかずをす くい、「ンー」と発声してスプーンを保育者に差 し出 しす保育者が
「あ一むって」と言葉をかけると、Ayは 「アーンー」と言いながらスプーンを口へ運び食べる。
<例8>Akが スプーンで食べ物をすくい、もう一方の手ですくったものを指さ して 「エイッ」 と発声
して保育者を見る。保育者が 「かみかみしたらたべれるよ、それ」と言 うと、Akは スプーンをロへ運び
食べる。
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(4)ス プー ンを ロへ運 ぶ
第2過 程で は、保育者の働 きか けを受 け入れ る子 どもの様子 が見 られた(例9参 照)。
〈例9>Akが ご飯をすくったところで、少 し手を止めて保育者を見る。Akが 口へ運びかけたところで、
「量が多いな一」 とスプーンのご飯を少なくする。Akは そのスプーンを口へ入れ食べる。
第3過 程 では、 スプー ン運ぶ時点 で、保育者 との応答 を行 うと、行動が途切れて しま うこと見
られた。(例10参 照)。 第4過 程 になると、「運 ぶ」 時点 で保育者 との応答 を行 い、 か っ 自分 のス
プー ンで食べ る行動 を継続 させ ることがで きた(例11参 照)。
<例10>Akが ご飯ののったスプーンを口に入れて食べようとしているところへ保育者 「それば くっ」
と言葉をかける。Akは 手を止めて保育者見てニコッとし、スプーンをご飯茶碗に置 く。
<例11>Ayが スプーンでご飯をすくって少 し食べ、またスプーンを口へ入れようとしているところへ
保育者が 「これよかったら」 と魚を差 し出す。Ayは その魚を食べ、また自分のスプーンも口へ入れて食
べる。
(5)ス プー ンを口へ入れ る一出す
この時点 での働 きかけが、全過程 を通 じて最 も多 く見 られ た。保育者の言葉か けをカ テゴ リー
に分類 し、 その割合 を過程 ごとに図1に 示 した。
第1過 程では、「称賛」が多か った。保育者から食べ物をのせたスプーンが差 し出され、それ
を子どもが持 ち口へ入れたことに対 し、保育者の 「称賛」の言葉かけが行われた。子どもは独力
ではスプーンで食べ物を口へ入れることはできず、常に保育者の援助 を必要 とした。 保育者 の
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「称賛」 の言葉 かけに対 し、子 ど もは保育者 の方を ちらっと見 る、口か ら出 した ス プー ンを見 る
といった反 応であ った(例12参 照)。
<例12>Sgが 食べ物ののったスプーンを持ち口へ入れ食べる。保育者が 「上手やな一、Sg」 と言う。S
gは 、口から出したスプーンを見ている。
第2過 程 では、最 も多 いの は 「咀噛」で あった。子 どもが 自らスプー ンを操作 して食べた後に、
「も ぐも ぐ」な どの咀囑を促 す言葉 かけが多か った(例13参 照)。
第3過 程 では、「咀囑」 は減少 し、再 び 「称賛」が最 も多 くな った。 また、 子 ど もが食 べて い
る ことに対 して、保育者が 「か っこいい」な どの 「称賛」 の言葉 かけを行 うと、続 けて臼発的 な
スプー ンで食べ る行動の展開が見 られた(例14参 照)。 スプー ンを口か ら出 した後、 保 育者 に笑
顔 を見せ る(例15参 照)、 あるいはす くえな くて手で食べた後 に、保育者 に 「オ イ シイ」 と気持
ちを言葉で表現す ることな どが見 られ始 めた。(例16参 照)。
〈例13>Akが スプーンでお汁をす くって食べているところへ、保育者が 「もぐもぐ、 かみかみ」 と言
葉をかける。Akは(保 育者の声で)保 育者の方を見る。
〈例14>Sgが スプーンでお汁をすくって食べているところへ、保育者が 「Sgす ごいやん、今日食べて
るな一」 と言 うと、Sgは 斜め前にいる保育者の方を見る。保育者が 「かっこいい一」 と誉めると、Sgは
またスプーンです くって食べ保育者の方を見る。
〈例15>保 育者がAyに 「これ もっと食べて」とご飯茶碗を指さすと、Ayは ご飯すくって食べる。保育
者が 「Ay、 かしこ一」と言うと、Ayは 嬉 しそうに笑顔を見せる。
<例16>Sgが スプーンでご飯す くおうとしてすくえず、スプーンを持たないもう一方の手で食べた後、
「オーシー」 と言う。保育者は 「おいしいか」と言葉をかける。
第4過 程 では、保育者の 「称 賛」 の言 葉か けは、 自分 の しよ うとしていた行動 か ら、保育者 が
要求 した行動へ と切 り替えた ことに対 して行われた(例17参 照)。
<例17>Akが スプーンを汁碗へ入れたところで、保育者が 「ご飯 もね一」と言葉をかける。Akが スプー
ンを少し上下させ、 スプーンにっいた汁をとってからご飯をす くって食べると、保育者が 「そうやな一、
すごいわAkち ゃん」と言 う。
2.保 育者が働 きか けた後 に、 スプー ンで食べ る行動が生起 した場面
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(1)食 べて いない
ここでは、子 ど もが食 べていない とい う状況 か らスプー ンで食べ る行動 を示 す際 に保 育者がど
のよ うな働 きか けを行 ったか を記述す る。
第1過 程で は、保育者が子 ど ものスプー ンを取 り、 スプー ンに食べ物 をのせ て差 し出 す ことに
よって、子 どものスプー ンで食べ る行動が見 られた(例18参 照)。 第1過 程 で は、言 葉 だ けで な
く身ぶ りを伴 った働 きか けが特徴 であ ったが、第2過 程以降 では、共通 して保育者 の食 べ ること
を促す言葉か けによ って、子 ど ものスプー ンで食べ る行動が見 られ た。
〈例18>Sgが スプーンの柄をなめている。保育者がSgの スプーンを取 っておかずをのせ、差 し出す。S
gは そのスプーンを持ち口へ入れ食べる。
(2)ス プー ン以外での食べ る行動
ここで は、子 どもがスプー ン以外 での食べ る行動 か らスプー ンで食べ る行動 を示す際 に保育者
が どの ような働 きかけを行 ったかを記述 す る。
第2過 程では、 保育 者が スプー ンを持 って見せた り、 スプー ンに食べ物をのせて置いてお いた
りなど、言葉 かけ とともに具体 的、視覚 的な手 がか りと してスプー ンを持 って促 す ことが見 られ
た(例19参 照)。
第4過 程 では、手 で食べ ている際 に、 スプー ンで食べ ることを促 すための働 きかけは、 言葉 の
みで行 われた(例20参 照)。
<例19>Akが 「エー」と発声 し、手づかみでおかずを食べなが ら保育者の方を見る。保育者が 「うん、
お手てで食べるの?、 ここにあるで一、Akの おさじさん」と言って、ご飯ののったスプーンを持 って見
せると、Akは そのスプーンを持ち口へ入れ食べる。
〈例20>Sgが 手で食べ物を食べようとすると、保育者が 「おてて しな一い」 と言 う。Sgは 少 し照れ笑
いをして、スプーンでご飯をすくって食べる。
(3)保 育者の差 し出 した食べ物 を拒否
ここで は、子 どもが保育者が差 し出 した食べ物を拒 否 してい る状 況か らスプーンで食べ る行動
を示 す際 に保 育者 が どのよ うな働 きか けを行 ったかを記述 す る。
第1過 程で は、保育者が汁の具のの ったスプーンを差 し出す と、 子 どもは発声 しなが らそれ を
押 し返 し、 ご飯のの った スプー ンであれば スプーンを口へ入 れ るな ど、 スプー ンにのせ る食べ物
を変 えれば、 スプーンで食 べ る行動 が見 られた(例21参 照)。
第3過 程 で は、保育者 がスプー ンを差 し出す と、子 ど もは横 を向いた り、 じっと保育者 の方 を
見て食べなか った り、首 を振 った りな どによ って拒否 する ことが見 られた。 この ような子 どもの
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拒否行動が見 られ る とき、 さまざまな対処 の仕方見 られた。保育者 は 「それだ けあぶ一 して」 と
いう言葉か けを した り(例22参 照)、 「自分で」食 べ ることを促 した り(例23参 照)、 また、 保育
者が、他児 のスプー ンで食べ る行動を誉あ、その他児 に対 象児 が食 べ るよ うに応援 す ることを頼
む とい った働 きか けなどによって、子 どもは自らス プー ンを持 って食べ ることが見 られた(例24
参照)。
<例21>保 育者が汁の具ののったスプーンをSgに 差 し出す。Sgは 「ヤー」とスプーンを押 し返す し、
自分の手に持 っていたスプーンでご飯をっつく。保育者がSgの スプーンを取 り、 ご飯をすくって茶碗に置
く。Sgは そのスプーンを口へ入れ食べる。
<例22>保 育者がスプーンを差 し出し食べさせようとする。Sgは 横を向き食べない。保育者が 「Sgちゃ
ん、もうこれだけ食べたらええわ」 と言 って、食べ物ののったスプーンだけをエプロンの上 に置き、 「そ
れだけ、あぶ一して、それだけあぶ一してや」と言う。Sgは そのスプーンを持ち口へ入れ食べる。
<例23>保 育者が 「Akち ゃん上手かな一」と言ってスプーンを差 し出す。Akは 食べずにじっと保育者
の方を見る。保育者が 「じゃあ、自分で持 って食べ」とスプーンを置き、「Akの アヒルさん見ててな」 と
言う。Akは じっと保育者を見てスプーンを持ちロへ入れ食べ、保育者の方を見る。
(4)保 育者の差 し出 した食べ物 を食べ る
ここで は、子 ど もが食べ させ て もらうことを求 め るのに対 して、 子 ども自らが食べ るよ うに保
育者が促 したかを記述す る。 自 らスプー ンで食べ る行動が可能 あるにもかかわ らず、第4過 程 で
保育者 に食べ させ て もらうことを求 ある場面が見 られた。 保育者 は、 まず は子 どもの求め に応 じ
て食べ させ ることを行 うが、食事の最後 に 「これでお しまい」等 の言葉 かけを行 い、 自分 で食 べ
るようを促 した。
3.子 ど もの発声 ・言葉、指 さ し ・身ぶ りを契機 に保育者 が働 きか け、その後 スプー ンで食 べ
る行動 が生起 した場面
ここで は、子 どもの発声 ・言葉、指 さ し ・身ぶ りな どに見 られる要求行動 を、要求 内容 と要求
の伝達手 段 との側 面か ら着 目 し、その特徴 と保育者 の働 きかけの変化 を述 べ る。 また、該 当する
場面 につ いて は拒 否行動 につ いて も取 り上げ る。
第1過 程 で は、子 どもの要求 内容 は、 スプー ンに食 べ物 をのせる ことであ り、子 ど もはスプー
ンを保育者 の方に差 し出す とい う要求伝達手段 によ ってそれを示 した(例25参 照)。 子 ど もと保
育者 のや りとりの過 程で、子 どもはおかずをのせ たスプー ンであればそれを押 し返す とい う拒否
行動 を示 し、 ごはんをのせた スプー ンであればスプー ンで食 べ る行動 を示す ことが見 られ た(例















「食べてやAk」 と言 ってスプーンをおき 「あっSぢ ゃん(2歳2か 月)
食べはるわ、Sぢ ゃんご飯食べはるわ、見ててや」(S児 に食べさせ、
rSぢ ゃんかしこいわ一」と嘗め、 「Akも食べって言った1ずt」 と









「いや、Akか しこいやん、おいしか ったやろ、おいしいやろJとHう 。
<例25>Sgが スプーン持ち、 ご飯、おかずと順に見たあと、スプーンを保育者の方へ差 し出す。保育者
はスプーン取 り、 ご飯をすくって 「はいどうぞ」茶碗におく。Sgは スプーンを持ち、口へ入れ食べる。保
育者が 「上手やな一Sg」 と言う。
第2過 程 で は、子 どもの要求 内容 は、手 の届 かない ところにある食器 を近づ けることで あ り、
発声 とい う要求伝達手段 によ ってそれを示す こと(例27参 照)や す くお うと してす くえ なか った
食 べ物 を スプー ンにのせ るとい う要求 内容 を、手差 しに発声 を伴 うもの、要求対象へ の指 さしと
要求対象 を名前 を言 う(「 ゴア ン」)な どの要求伝達手段 に よって示 す ことが見 られるよ うにな っ
た(例28参 照)。 この要求対象へ の指 さ しと要求対象の名前 による表現 は、子 ど もと保 育者 との
や りとりの過 程で保育 者が 「何?」 と聞 き返 す ことによ って出現 した ことは興味深 い。
第1過 程、第2過 程 では子 どもの要求 内容 および保育者 の働 きかけに共通 の特徴が見 られた。






「は一い」 と言 って スプーン取 り、 「ご飯食ぺるか?、 こっち、
こっち」 とおかずとご飯を交互 に差す。
不特定の空中 を指さす。
「どっち食べるの?」 と書 い、 おかずをすく って おく。
左手でその スプー ン持ち、保育者に差 し出す。
「あぶ 一して ごらん とEう 。
「ンー」小さく声を出 し、スプー ンを返す。




それを充 足す ることであ った。
<例27>Akは(食 器が手に届かないところにあるため)「 アッア」 と発声する。保育者が食器 とスプー






保育者が 「何?何?」 と9う 。
ご飯茶碗を指さし、







第3過 程 では、子 ど もの要求 内容 は、 食事の開始後 しば らくしてか ら提供 される食べ物(お 汁)
を求 めるこ とであり、要求対象への手差 しと要求対象 の名 前 を2回 重 ねて言 うことが見 られ た
(例29参 照)。
<例29>(保 育者が他児へお汁を持ってくる)Ayは お汁を見て手を前へ出し 「オチュユ、 オチiユ 」
と言う。保育者は 「Ay、 これ食べてしまわないや」とご飯茶碗指さす。Ayは スプーンでご飯す くって食
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べる。
第4過 程 では、子 ど もの要求内容 は、一度試 みてできなか った大 きめのおかずを切 り分 ける
ことで あ り、子 ど もはそれ を保育者 に向か っておかず の名前 を言 う要求伝達手段 で示 した(例30
参照)。 第4過 程 の要求 内容 を見 ると、子 どもはスプー ンを食べ物 をす くうため の道 具 のみ な ら
ず、小片 を切 り取 る目的 に用 いよ うとし始 め、保育者 はその援助 を行 うよ うになることが分か る。




ここ持 ってな一」 とSgの 両手に自分の手をそれぞれ添えて、スプーンでおかずを切 りとる。Sgが おかず
ののったスプーンをロへ入れ食べる。保育者が 「そうそう、上手やわ、Sg」 と言う。
<例31>(保 育者が他児にビワの皮をむいている)Ayが ビワを見て、手を上にあげ 「アーチャン」 と
欲 しそうにする。保育者は、他児にビワを渡しながら 「Ayち ゃんは、そのハンバーグ食べてか らやで」
と言 う。Ayは スプーンでおかずつつ き、お汁すくって飲む。
第3過 程、第4過 程で は子 ど もの要求内容お よび保育者の働 きか けに共通の特徴が見 られた。
両過程 とも、子 ど もの要求 が保育者 に とって即座 には受 け入 れ られない ものだ った。 そのため、
保育者 はまず先 に食べ るべ き対象 を指 さ して言葉 かけを行 った り 「～食 べてか ら」 とい った言葉
か けを行 い自 らスプー ンで食べ るよ う促 す ことであった。
4.そ の他
第3過 程で、「もう一 回 して」 とい う言葉 か けが見 られた ことは注 目される(例32参 照)。
また、〈例28>の 子 どもと保育者 とのや りと りの過程で もみ られ た、「どっち食べる?」 といっ
た言葉か けが第4過 程で も見 られ、子 ど もは一方 の食べ物 をす くって食べ ることが見 られた(例
33参 照)。
〈例32>Akは(保 育者に促されて食べた後)他 児が食べているのを見ている。保育者が 「もう1回 し
て」と促すと、Akは スプーンでご飯す くって食べる。




1.保 育者の言葉かけの変化 スプーンで食べる行動の 「入れる一出す」時点において
スプーンで食べる行動の 「入れる一出す」時点で行われた保育者の言葉かけの変化について、
中塚(1996)を 参考にしなが ら、主に 「称賛」の言葉かけにっいて考察する。その際、保育者の
言葉かけに対する子どもの反応について も検討する。
スプーンで食べる行動と保育者の働きかけとの両方が存在する場面を取り上げた本研究では、
中塚(1996)の 指摘 した 「賞賛」という発話形式は、第1過 程、っまり1歳 前半から見られた。
第1過 程では、「称賛」の言葉かけが最 も多く見 られた。それは、子どもがまだ独力ではできな
いが、保育者に援助をしてもらいなが らスプーンで食べることに取 り組んだことによると考えら
れる。「称賛」に対 して、保育者の顔を見 る、笑顔を見せるといった子どもの反応は見られなかっ
た。白石(1984)は 、課題遂行時のeyetoeyecontactを 他者 との共有状況の指標にしている。
これを参考にすると、第1過 程では、援助を借りて行 ったスプーンで食べるという行動を自分の
行動の結果として他者と共有するにはいたっていないと考えられる。
第2過 程では、「称賛」は第1過 程 と比べ減少 した。 これは、 この時期か ら自らスプーンを使っ
て食べることができ始め、保育者にとってスプーンで食べる行動が取 り立てて褒める行為ではな
くなったためと考え られる。この過程で多 く見られたのは 「咀囎」を促す言葉かけであったが、
それに対 し、保育者の声に反応 して保育者の方を見るようになる。
第3過 程になると、再び 「称賛」が増加 した。子どもは、保育者が食べることを促す言葉かけ
によってスプーンで食べる行動を示し、それに対 して 「称賛」の言葉かけが行われ、 さらに次の
スプーンで食べる行動へと展開することが特徴である。 この時期は、「入れる?出 す」 時点で子
どもの側 も自分から保育者の方を見る、 自分の気持ちを言葉で表現するようになることが特徴で
あった。 この過程で再び 「称賛」が増加 した理由は、スプーンで食べるという行動を、自分の行
動の結果 として他者 と共有することができはじめたためと考えられる。
第4過 程では、「称賛」は相対的に減少するが、自分が食べようとしていた食べ物か ら、保育





応答は重要である。 これを前提 として、子どもからの積極的な反応がみられない第1過 程におい
て、スプーンで食べる行動に保育者が 「称賛」の言葉かけを行 うことは、子どもが自分の行動の
意味を発見 していく上で重要である。本郷 ・杉山 ・玉井(1990)は 、ある 「働きかけが子どもの





食事場面における保育者の働 きかけの変化、発展について、表1に 示 したスプーン操作の発達
過程と行動の単位および自我の発達との関連で各過程ごとに考察する。
第1過 程 この時期のスプーンで食べる行動への保育者の働きかけは、スプーンに食べ物をの
せるたあに 「す くう」時点か ら 「口へ入れる一出す」時点まで、子どものスプーンに保育者が手
を添える、あるいは保育者が 「す くう」などの一部の操作を代わりに行うこと、そして子 どもが
スプーンを口へ入れると 「称賛」の言葉かけを行うことが特徴である。これは、子どもの探索的
なスプーン操作を、「道具で食べている」 と意味づけていく保育者の行為 と考え られる。 しだい
に、「手首の回転」ができないこの過程でも、子 ども自らがスプーンに食べ物をのせようとして、
保育者に援助を求めるようになり、保育者は子どものできない部分を援助していくのである。こ
のように、保育者である大人は、子どもの行動に 「文化的な意味」(外 山 ・無籐,1990)を 付与
することによって、食事場面におけるスプーンを探索的操作の対象物ではなく、食べ物を口へ運
ぶという目的を持っ道具であること、そ して、道具と食べ物と口との関係を子 どもに伝達 してい
くと言える。
第2過 程 手首の回転が可能になったこの時期のスプーンで食べる行動への保育者の働 きかけ
は、「食器へ入れる」、「す くう・っっ く」、「スプーンを差 し出す ・指さす」「口へ運ぶ」「口へ入
れる一出す」のそれぞれの時点で行われ、スプーンで食べる行動の個々の要素への援助 とともに
個々の要素を一っの行動にまとめることへの援助である。 これは、手首の回転が可能になるとい
う生理的基礎が成熟 し、 自ら個々の操作を行なえるようになる一方で、それ らが分散的に終結 し











る。 したがって、保育者が言葉かけとともに、具体的、視覚的な働 きかけを行 うことは、子ども
に言葉による行動の切り換えを促すの手がかりを与えるものとして重要であると言える。
一方、保育者が子どもにフィードバ ッすることによって、子 どもの要求の伝達手段が発声 と保
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育者への指 さし→要求対象への指 さしとその名前による表現へ変化 した。木下(1987)に よれば、
聞き手の言語的なフィー ドバ ックが、被験児に伝達の相手を意識させ、伝達のための文脈に引き
入れる効果があると指摘されている。 このような保育者か らのフィー ドバ ックは、子どもが要求
伝達手段を自ら調整 していく過程で重要な働きかけとなるであろう。
第3過 程 スプーンで食べる行動への保育者の働きかけは、この過程以降、主に 「口へ入れる一
出す」時点で行われる。第2過 程までは、「すくう・っっ く」、「口へ運ぶ」 といったスプー ンで
食べる行動の 「途中」の働きかけは、子どもの行動を援助する役割を果た していた。 しかし、ス
プーンを道具として操作 し行動の単位が形成される第3過 程になると、「す くう ・っっ く」時点
で、保育者がスプーンを差 し出 したり、手を添えてすくおうとすると、子どもはそれを拒否する
ようになる。また、保育者の食べさせようとする働 きかけに対する子どもの拒否的な行動は、第
2過 程では、嫌いな食べ物に対 して示され、好きな食べ物を与えると働 きかけを受け入れるのに
対 し、第3過 程では、保育者の 「働きかけ方」によって子どもの受け止め方が変化する点が特徴
である。一方、この過程からスプーンで食べる行動を、自分の行動の結果 として他者 と共有する
ことができはじめ、それは保育者から 「称賛」されるものとして肯定的に受け止められている。
これらは、自分を行動の主体 として位置づけるようになる 「自我」の発達を示 していると考えら
れる。すなわち、一方では、行動の単位の 「途中」で介入されることや 「～させ られる」ことに




して重要であると考えられる。子どもが保育者の差 し出した食べ物を拒否 したことに対 し、保育
者が次のような働 きかけを行 っていることは、自発的な行動の契機を与えるための工夫として位







行動を切 り換えることができはじめるといったことにもあてはまる。 また、 この過程で見られた
「もう一回」 といった言葉かけは、 この時期の子どもにとって同 じ行動を継起的に次の行動へつ
なぐ結節点 となり、1歳 後半児の系列的な行動の単位を形成するための契機を与えるものとして
重要である。
第4過 程 スプーンをく口へ持ってい く一皿へ戻 る〉 「途中」で自ら多様な調整を行 うように
なると、行動の単位の 「途中」での保育者の働 きかけを受け入れ、その後再び自分のスプーンで
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食べ る行動 に戻 ることが可能 になる。 したが って、 この過程 では、子 どもか らの要求 を即座 には
受 け入 れ られない場合 などに 「～ してか ら」 とい った行動 に時間的 な区切 りを入 れ る言葉 か けが
意味を持 ち始め る。っ ま り、 この言葉か けによ り、 目前 の行動だ けでな く、次 に行 う他 の行動へ
の見通 しを持っ ことがで きると考え られ る。
また、「どっち食 べ る?」 と2種 類 の食べ物 を選択 させ る場面 が第2過 程 と第4過 程 に見 られ
た。 第2過 程で は、聞かれた ことに対 し子 ど もは不特定の場所を指 さすが、第4過 程で は、一方
の食 べ物 をす くって食べ ることが見 られた。 田中 ・田中(1982)に よれば、1歳 半ばか ら、対 に
な った場面が与え られ ると、その一方 を自主的 に決定 し始め ると指摘 されて いる。 自然観察 によ
る今 回の資料 で は、「選択性」 による 「自己決定」 を促す働 きかけ(金 田 ・中 山 ・井坂,1984)
は、1歳 後 半以降で出現 した。 「選択性」 が子 どもに とって意味 を持 ち始 め る時 期 につ い て は今
後の検討が必 要であ る。
3.本 研究の問題点 と今後の課題
本研究 の観察資料 は、保 育にお ける食事場 面の 自然観察 に よるものであ った たあ、子 ど ものど
のよ うな状況 に対 して、保育者 の どのよ うな働 きかけが行 われたか、 その内容 ・方法の変化 と特
徴 の把握 に とどま った。今 後、 筆者 が食事への介助行動 にあた る実 験的な場 面の設定す る ことに
よ って、道具操作 の発達過程 に応 じた指 導内容 ・方法 の妥 当性 を検討 す ることが必要 であ る。時
期区分 について、子 ど ものスプー ン操作 の発達 と行動 の単位 の特徴 か ら行 ったが、今後 は指導内
容 の変化、発展 によ って行 う必要 があ る。




と定義 し、スプーンで食べる行動の構成要素として、①スプーンを食べ物で満たす こと、②スプー ンを
ロへ運ぶこと、③スプーンを空にすること、④口からスプーンを取り去ること、を挙げた。それに基づ
いて、スプーン操作のの発達過程を、独力ではスプーンで食べる行動の個々の要素の関係づけができな
い第1過 程、「手首の回転」 というスプーンで食べる行動を達成するために必要な生理的基礎が成熟 し
始める第2過 程、 さらにスプーンを道具として操作 し、スプーンで食べる行動の単位が形成される第3
過程、そ して、スプーンで食べる行動の単位が系列的に形成 されていく第4過 程と4っ に時期区分した。
(2)取 り出した場面における子どもの行動と保育者の働きかけのワンセットをやりとりの1往 復とした。
-37一




本郷一夫 ・杉山弘子 ・玉井真理子1990子 ども間のトラブルに対する保母の働きかけの効果
一 保育所における1～2歳 児の物をめぐるトラブルについて一 発達心理学研究,1(2),107-115.
金田利子 ・中山昌樹 ・井坂政子1985保 育 としての食事指導1歳 児保育の分析を通 して一.
静岡大学教育学部研究報告 人文 ・社会科学編,36,37-60.
河原紀子19981歳 児におけるスプーン操作の発達と食事指導の課題 京都大学修士論文










高浜介二 。秋葉英則 ・横田昌子監修 大阪保育研究所年齢別保育研究委員会 「0-2歳 児の保育』研究グルー
プ編1984年 齢別保育講座1歳 児の保育 あゆみ出版.
田中昌人1987人 間発達の理論 青木書店.
田中昌人 ・田中杉恵1982子 どもの発達と診断②乳児期後半 大月書店.
田中昌人 。田中杉恵1995ビ デオ発達診断の実際1歳 児 解説書 大月書店.
外山紀子 ・無藤隆1990食 事場面における幼児と母親の相互交渉 教育心理学研究,38,394-404,
山田洋子19820～2歳 における要求一拒否と 「自己」の発達 教育心理学研究,30,128-137,
横田昌子1997給 食をよくする運動の今までとこれから 第10回 全国保育所給食セ ミナー報告集,
(博士後期課程)
-38一
